
平成26年度　学校関係者評価書 吉崎小学校　№1

平成26年度　学校関係者評価書 あわら市吉崎小学校

【項　目】 【重　点　目　標】

教育目標 よく学び，豊かな人間性を身につけた，心身ともにたくましい吉崎っ子の育成

確かな学力（知）

１　基礎・基本の習得を図る。

２　教育機器を積極的に活用し、学ぶ意欲をさらに育てる。

思いやりの心（徳）

１　一人ひとり存在感のある学級づくりをめざす。
　　　(不登校対策、いじめ防止対策)

【めざす児童像】 ２　地域と連動した道徳教育の充実を図る。

１　よ  よく学び，自分で考える子

やりぬく力（徳）

１　自主的，継続的な活動に粘り強く取り組ませる。

２　し　しんせつで，思いやりのある子 ２　農業体験を通して、生きる力を育てる。

３　ざ　さいごまでやりぬく子
健康な体（体）

１　基本的な生活習慣を身につけさせる。

４　き　きたえ合い，励まし合う子 ２　自転車練習・マラソン・外遊び等で体力づくりを図る。

総合的学習

１　地域学習の充実を図る。
　　　　　　　(オペレッタ発表　等)

２　野鳥観察を通して地域の環境教育に取り組み、充実を図る。

１　幼・小・中の連携を深め、開かれた学校づくりに取り組む。

２　学校評価を，学校改善に生かす。

信頼される学校
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項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（成果指標）

毎日の勉強にしっかり取り組んできた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童14 88.2 94.1

（成果指標）

学校に来るのが楽しい。

【目標指数】

A＋Bの合計が100％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

100％未満の場合

は、取組体制、指導

法等を検討する。

児童15 94.1 100

（取組指標）

朝の漢字・計算学習や「チャレンジテスト」

にしっかり取り組ませた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員1 100 100

（成果指標）

朝の漢字・計算学習や「チャレンジテスト」

にしっかり取り組むことができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童１ 88.2 94.1

（満足度指数）

子どもは、漢字・計算学習や「チャレンジテ

スト」に関わる学習によく取り組んでいた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者1 53.8

（取組指標）

教育機器(タブレット型端末など)を使った授

業を展開し、学習指導に生かすことができ

た。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員2 75

（成果指標）

授業で楽しく教育機器(タブレット型端末な

ど)を使い、勉強ができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童２ 100

（満足度指数）

学校は、子どもの学力向上のために教育機器

(タブレット型端末など)を積極的に活用して

いる。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者2 69.2

確
か
な
学
力

基礎・基本
の習得を
図る。

研究授業を年間2

回行い、教師の

授業力を高め

る。

・研究授業
①興味・関心②自主性③
思考力の育成等を図る取
組については素晴らしい。
更なる研究を継続してほし
い。

・朝の漢字・計算学習
チャレンジテストの取組
は、スキルアップに繋がり
好ましい。継続してお願い
したい。特に、つまずくこと
が多い児童には適切に支
援をお願いしたい。粘り強
く努力することの大切さを
しっかり自覚させ、家庭と
も連携を図りながら、児童
全員のスキルアップにつ
なげる取組にしてほしい。

・タブレット型端末の活用
少人数での学習を展開す
る上では、効果的な活用
が期待できる。研究を継
続していただきたい。ま
た、今や社会人にとって
仕事上必須となっているも
のであり、子どもの頃から
慣れさせておくのは、非常
に良い事と考える。

タブレット型端末
を効果的に使っ
た授業の促進。

・タブレット端末を効果的
に使った授業の促進に努
めた。
・児童は機器操作を通し
て多くの情報を整理しな
がら提示したり発表(表現)
することに意欲的になっ
た。
・保護者の満足度が目標
指数に達していないが、タ
ブレット端末を活用した授
業公開等が不足していた
のではないかと考える。

・児童の興味関心を高め
るための教材教具の工
夫，児童が自主的に取り
組める授業形態の工夫，
表現力を養うための手立
て，思考力を培うための発
問の工夫などを行ってき
た。
・研究授業を年2回以上行
い，教師の授業力の向上
に努めた。

・来年度は，今年度の取り
組みを踏まえ，更なる授
業力向上のため研究授業
の充実，教材研究の推進
に努める。
・「学校に来るのが楽し
い」児童１００％を維持す
るために，「わかる授業」
「おもしろい授業」づくりに
努める。

確
か
な
学
力

基礎・基本
の習得を
図る。

朝の漢字・計算学
習を徹底し、まと
めテストで基礎的
な学力の定着度
をみる。

・昨年度よりチャレンジテ
ストを実施した。朝学習の
時間を中心に漢字・計算
練習を行った。チャレンジ
テストでは出題範囲を知ら
せ，合格ラインを設けて自
分なりの目標をもち，学習
に取り組ませた。
・日常会話の中でチャレ
ンジテストを意識するよう
な声が聞かれるようにな
り，みんなでがんばろうと
いう姿勢がうかがえた。
・漢字の書き取り・計算練
習等の宿題に毎日取り組
ませ，家庭学習の充実を
図った。

・来年度も朝の漢字・計算
学習や「チャレンジテスト」
を基礎基本の習得を図る
大事な時間と意識して実
施する。
・日々，個別指導を実施
し，児童に「わかる・できる
学習の楽しさ」を実感させ
たい。
・家庭学習の習慣化や自
主的に学習する姿勢が身
についていない児童に
は、保護者の協力もお願
いする。

教育機器
を積極的
に活用し、
学ぶ意欲
をさらに育
てる。

・今年(初年)度の取組を
ふまえ，さらなる使用方法
の研究や工夫，学習効果
の高い専用ソフト探し，タ
ブレット端末を使った研究
会や講習会への参加，児
童への取り組ませ方の工
夫などを推進する。
・児童には利便性の高い
身近な教育機器として有
効活用させていく。
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項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（取組指標）

日々の活動を通していじめの未然防止に努め

ることができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員3 100 100

（成果指標）

毎日の学校生活で、いじめをしない・させな

い・見て見ぬ振りをしない生活が送れた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童３ 88.2 100

（満足度指標）

子どもは家庭で学校や友だちのことをよく話

してくれる。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者3 92.3

（取組指標）

いろいろな活動の後に「ポートフォリオ」を

通して自己評価させ、自らの成長を確かめさ

せていく。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員４ 66.7 66.7

（成果指標）

いろいろな活動の後に「ポートフォリオ」

ファイルを見て、自分を振り返り、成長を感

じることができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童４ 88.2 100

（満足度指標）

子どもの「パーソナルポートフォリオ」ファ

イルを見て、わが子の成長を感じることがで

きた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者4 92.3

「パーソナルポー
トフォリオ」を保護
者会に生かす。

・いろいろな活動の様子を
「ポートフォリオ」に綴り、
自分自身の成長の跡を残
すことはできたが、それを
しっかりと振り返らさせるこ
とはできなかった。
・保護者会で児童の成長
を伝えるために「ポート
フォリオ」を活用できた。

・学年に応じたポートフォ
リオの綴り方を工夫する。
・今後も児童の感想や作
品等をポートフォリオに
綴っていく。「ポートフォリ
オ」を見ながら自分を振り
返り成長を確かめる時間
を定期的に作る。

思
い
や
り
の
心

一人ひとり
存在感の
ある学級
づくりをめ
ざす。

「いじめ防止基本
方針」に則り、いじ
めの未然防止に
努める。

・「心のお天気調べ」を実
施したり、休み時間に教
員が児童と一緒に遊んだ
りして、児童の声を聞くよう
に心掛けた。
・保護者からの声にはす
ぐに対応したり、気になる
ことは保護者と一緒に考
えたりした。

・担任が一人一人の児童
と話し合う取り組みを継続
していく。また、自己肯定
感や自己有用感をもつこ
とができる学級経営に努
める。
・今後も全職員が研修を
行い、児童の心の声に寄
り添える体制を充実させ
る。

・２人であろうが30人であ
ろうが毎日の生活にはぶ
つかり合いが起きると思う
が、外からはいじめの声は
全く聞こえないし、計画的
に意識してきちんと指導が
行われているのがわかる。
今後もいじめ防止の取組
を着実に進めていただき
たい。

・少人数のため限られた
人間関係の中で関係がこ
じれると収拾がつかなくな
ることが予想される。家庭
とも連携をとりながら油断
することなく取り組んでい
ただきたい。

・「ポートフォリオ」は自分と
の対話となる取組。この実
践で培われる力は社会人
になってからも生きる。過
去、現在、未来へと自己
向上を図る取組は、小学
生には難しい要素を多分
に含んでいるが、できるこ
とから少しずつ積み上げ、
個々の特性を伸ばす取組
として実践を継続してほし
い。
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項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

(取組指標)

吉崎の語り部を招聘した道徳授業の展開を図

り、地域の人・歴史・自然を活用した道徳教

育の指導に取り組む。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員５ 75 100

（成果指標）

地域の人・歴史・自然の学習を通して、思い

やりや感謝の心を育む。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童５ 94.1 100

（満足度指標）

子どもには、地域の人・歴史・自然の学習を

通して、思いやりや感謝の心が育まれてい

る。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者5 92.3

（取組指標）

児童の日々の生活において、「がんばりの

花」で意識を高めさせ、目標の達成度を確認

する。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員６ 100 100

（成果指標）

日々の生活において、毎月の生活指導目標を

意識し、「がんばりの花カード」に書いて達

成度を確認することができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童６ 88.2 94.1

（満足度指標）

子どもは、自分自身の生活態度をしっかり振

り返ることができるようになった。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者6 69.2

思
い
や
り
の
心

地域と連
動した道
徳教育の
充実を図
る。

地域の人・歴史・
自然を活用した
道徳を実践する。

・地域学習として今年は整
備された吉崎古道を歩
き、吉崎の歴史を感じるこ
とができた。先人の努力
や足跡を探ることで興味
を持って学習に取り組む
ことができた。
・道徳の中で、人、歴史、
自然を活用した学習を通
して思いやりや感謝の心
を育むことができた。
・地域の行事や活動に子
どもたちは積極的に参加
している。授業で振り返る
ことにより地域の人たちに
対する思いは深くなって
いると感じる。

・地域学習は郷土愛を深
める上で重要なので、来
年度も機会を捉えて取り
組んでいく。
・体験学習にとどまること
なく、道徳的心情の高揚
を図ることを意識して行
う。

や
り
ぬ
く
力

自主的、継
続的な活
動に粘り強
く取り組ま
せる。

「がんばりの花」の
取組みで、自己
目標の達成できる
子を育てる。

・全校集会で毎月の生活
目標について話をし、一
人一人に具体的取組を決
めさせた。月末には、取
組の反省をし、自分を振り
返らせることができた。
・保護者に、児童の毎月
の取組と振り返りを伝えて
いないのが課題である。

・引き続き自分で目標を
立てて取り組み、振り返る
活動を継続させながらや
りぬく力を育んでいく。
・保護者に、月毎の児童
の取組と振り返りを知ら
せ、家庭の協力も得るよう
にする。

・地域の歴史や自然を掘
り起こし実際に体験させる
ことで思いやりの心だけで
なくいろいろな心が育ち世
界が広がっている。

・あわら市内で唯一の国
指定史跡のある地元の歴
史を勉強して「地域愛を育
てる」取組を今後も充実さ
せてほしい。

・引き続き児童個々の能
力に応じた適切な目標設
定が毎月できているか、
チェックをきちんとお願い
したい。
・がんばった結果として目
標達成した場合、認める、
ほめる、励ますことを今後
もしっかり行い、児童に自
信をつけさせてほしい。
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項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（取組指標）

児童が積極的に係活動や後始末に進んで取組

むことができるよう、意識を高めていく。

【目標指数】

A＋Bの合計が90％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

90％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員７ 100 100

（成果指標）

積極的に係活動や後始末にきちんと取り組む

ことができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が90％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

90％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童７ 82.4 94.1

（満足度指標）

子どもは、家庭ですすんでお手伝いをした

り、後始末をしっかりするようになってき

た。

【目標指数】

A＋Bの合計が90％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

90％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者7 46.2

（取組指標）

学級農園や花壇での作業に意欲的に取り組ま

せ、優しい心を育てるとともに、粘り強い心

を育む。

【目標指数】

A＋Bの合計が100％

評価者のAまたはB

と判断した割合が

100％でない場合

は、改善策等を再検

討する。

教職員８ 100 100

（成果指標）

花壇や農園の花や野菜の世話(水やりなど)が

しっかりできた。

【目標指数】

A＋Bの合計が100％

評価者のAまたはB

と判断した割合が

100％でない場合

は、取組体制、指導

法等を検討する。

児童８ 100 94.1

（満足度指数）

学校は、農業体験学習を通して、豊かな心の

育成によく取り組んでいた。

【目標指数】

A＋Bの合計が100％

評価者のAまたはB

と判断した割合が

100％でない場合

は、家庭との連携強

化策等を検討する。

保護者8 92.3

や
り
ぬ
く
力

自主的、継
続的な活
動に粘り強
く取り組ま
せる。

進んで係活動を
行う子、後始末の
できる子を育て
る。

・学級や委員会等の係活
動をきちんと行っている児
童には、声かけをし次の
活動への意欲づけを図っ
た。
・直面している場面におい
て、具体的に何をしたらよ
いか自分で考えて行動す
る力に課題がある。(今求
められている仕事や手伝
い等について、気がつか
ない児童が多い。)

・自分から進んで仕事が
できる児童を育むため、
一人一人に声をかける。
・自己管理能力(忘れ物を
しない、自分のことは自分
でする等)を育成するため
に、授業の中で一人一人
に後始末や整理整頓をき
ちんとさせる。また、児童
に連絡帳のチェックを徹
底させ保護者の協力も求
めていく。
・「早寝、早起き、朝ごは
ん」カードのお手伝いの
内容を家族にも知らせる。
学校と家庭が連携する必
要がある。

農業体験
を通して、
生きる力を
育てる。

農業体験を通し
て、優しい心や、
粘り強い心を育て
る。

・学級で取り組んだ花や
野菜の世話はしっかりで
きた。収穫の喜びも大き
かった。
・全校で取り組んだ野菜
については最後まで世話
ができなかった。

・引き続き、学級園等を有
効活用して計画的に農業
体験ができるように取り組
み、苦労した後の収穫の
喜びを実感させる。
・学校全体の野菜づくりや
花壇の世話は適正規模
にしていく。

・一昔より子どもに対して
親は過保護になってい
る。親の意識改革も必要。

・児童には辛い場面に出
くわした時、自分で這い上
がり頑張れる力を身につ
けさせる必要を感じる。

・継続は力なりなので、手
伝いや後始末に関わる点
検を節目ごとに行い、家
庭との連絡を密にし、児童
の自主性を促す根気強い
取組を積み上げてほし
い。

・農作業を通して、その大
変さや育てる楽しみだけ
でなく、野菜がどのように
育っていくか自然環境の
影響なども学習できてい
て良かった。



平成26年度　学校関係者評価書 吉崎小学校　№6

項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（取組指標）

生活チェック表を使い、「早寝，早起き，朝

ごはん」の習慣づけの大切さを指導する。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員９ 100 100

（成果指標）

「早寝，早起き，朝ごはん」がしっかりでき

た。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童９ 94.1 88.2

（満足度指標）

子どもは、「早寝，早起き，朝ごはん」の習

慣が身に付いてきた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者9 84.6

（取組指標）

日常的な運動などで、体力向上につながる指

導に取り組み、体力テストの点数が前年度を

上回る児童を多く育成する。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員１０ 100 100

（成果指標）

マラソン練習、自転車練習(高学年)、外遊び

(低学年)にしっかり取り組めた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童10 100 100

（満足度指標）

子どもは、マラソン練習、自転車練習(高学

年)、外遊び(低学年)に、一生懸命努力(挑戦)

をしている。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者10 100

健
康
な
体

・「早寝。早起き、朝ごは
ん」の取組は、次年度以
降もしっかり継続してほし
い。家庭との連携を図り、
より成果をあげてほしい。

・自転車の練習やマラソン
など外からも頑張っている
姿が見え、良い成績（結
果）が得られて素晴らし
かった。大満足でした。

自転車練
習・マラソ
ン・外遊び
等で体力
づくりを図
る。

俊敏性や巧緻性
を高める運動遊
びを通して、体力
の向上をはかる。

・パワーアップタイムを利
用し、いろいろな運動に
取り組ませることができ
た。
・自転車練習に熱心に取
り組み、技能が高まった。
・高学年の8割が前年度
の体力テストの点数を上
回っているが、上体起こ
し、ソフトボール投げの点
数が低い。

・筋力、投力を伸ばす運
動を体育の時間や休み時
間に取り入れる。
・アクティブワンカードを利
用し、運動に意欲をもた
せる。

基本的な
生活習慣
を身につ
けさせる。

家庭と協力し「早
寝，早起き，朝ご
はん」を実践す
る。

・毎月3週目にチェック
カードをつけることで定期
的に自分の生活習慣を振
り返られるようにしており、
良い変化がみられた児童
もいる。
・高学年のカードには、
赤、黄、緑の食品が朝ご
はんの中に含まれている
か記録する項目を新たに
設け、栄養バランスを考え
られるようにした。
・チェックカードがマンネリ
化しているという課題があ
る。もっと積極的な取組と
なるような働きかけをして
いく必要がある。

・学校からの各種便りの発
行やアンケート調査を通
して、児童の実態を正確
に把握する。
・アンケート結果は、児童
の振り返り用のデータとし
て提示する。
・家庭との連携を深め、保
護者の協力を呼びかけ
る。

・栄養素分類表や朝食の
メニュー例など、児童や保
護者に情報を発信してい
く。



平成26年度　学校関係者評価書 吉崎小学校　№7

項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（取組指標）

ふるさとのよさを知り、ふるさとに誇りを持

つ児童を育成するために、地域学習に取り組

む。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員１１ 100 100

（成果指標）

オペレッタの発表(第６話)にしっかり取り組

んだ。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童11 100 100

（満足度指数）

学校は、地域学習を通して、ふるさとに誇り

を持つ児童の育成に取り組んだ。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者11 100

（取組指標）

野鳥観察会(５６年)の学習や環境クラブ(５６

年)の活動等を通して、地域の環境に関心を

持たせる取り組みを実践していく。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員１２ 100 100

（成果指標）

野鳥観察会(５６年)の学習や環境クラブ(５６

年)の活動等をしっかり行い、地域の環境に

ついて考えることができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童12 100 100

（満足度指数）

学校は、野鳥観察会(５６年)の学習や環境ク

ラブ(５６年)の活動等を通して、子ども達が

地域環境を守ろうとする意識を高めてくれ

た。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者12 100

野鳥観察
を通して地
域の環境
教育に取り
組み、充実
を図る。

野鳥観察を定期

的に行い、北潟

湖周辺の生き物

の環境について

調べたりまとめ

たりしてお便り

で地域に発信す

る。

・豊かな自然が残るこの地
域にどんな野鳥が生息し
ているのか、ゲストティー
チャーの協力を得て活動
を展開することができた。
吉崎、浜坂地区のつばめ
調査、御山等の定点観
察、水辺の野鳥観察を行
い、わくわくフェスタでは
保護者や地域の方に活
動を発信することができ
た。

・ゲストティーチャーとして
地域の方の協力を得なが
ら、来年度も取り組めると
良い。
・次年度は総合の中心課
題を「吉崎校下の歴史」と
し、年配の方を語り部に依
頼して「吉崎・浜坂歴史探
訪」として集約する活動を
行う。
・この地を守っていきたい
という児童に育てるべく、
身近なところから活動に
取り組んでいく。
・学習のまとめを地域に発
信する場を設けていく。

総
合
的
学
習

地域学習
の充実を
図る。

地域の昔話をオ
ペレッタで発表す
る。

・今年で6回目となるオペ
レッタは「腹ごもりの聖教」
であった。事前にゲスト
ティーチャーを迎え、本光
坊の話を聞き、話をより身
近なものとした。練習を重
ねる毎に演技が上達し、
どの学年の児童も一生懸
命取り組むことができた。
本番ではたくさんの人の
前で発表できたこと、吉崎
にまつわる話を伝えること
ができたことで、充実感と
達成感を味わうことができ
た。地域のことを知る、ま
た知らない人たちに地域
のことを発信することは
「地域再発見の場」となり
有意義であった。

・限られた時間の中で練
習を進めていくための工
夫をする。

・吉崎小学校が総合的学
習で取り組んでいる実践
は、すべて自分の住む地
域に誇りを持ち、そのすば
らしさを発信できる人材の
育成に繋がっている。

・地域の昔話を題材にし
たオペレッタ発表は、吉崎
小学校ならではの取組で
大変素晴らしい。また小学
1年から小学6年生まで全
員が取り組んでいることが
大変良い。地域の人々も
毎年楽しみにしていて大
きな感動をもらっている。

・野鳥観察を定期的に行
い、北潟湖周辺の生き物
の環境について調べたり
まとめたりする学習は、総
合学習の対象としては、
大変良かった。自然環境・
地域の人との触れあい・
チームの団結等あらゆる
要素が入っていて、素晴
らしい。



平成26年度　学校関係者評価書 吉崎小学校　№8

項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（取組指標）

幼・小・中連携事業に取り組み、地域の行事

に積極的に参加していく。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員１３ 80 100

（成果指標）

地域で行われる行事に参加して、地域での交

流がよくできた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

取組体制、指導法等

を検討する。

児童13 100 94.1

（満足度指標）

子どもは、地域の行事に進んで参加すること

ができた。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者13 100

（取組指標）

学校での子ども達の活動の様子を「学級だよ

り」やホームページで保護者にしっかり伝え

ていく。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員１４ 80 80

（満足度指標）

学校だより（万華鏡）や、学級だより、ホー

ムページ等で、子どもの様子がよくわかっ

た。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

家庭との連携強化策

等を検討する。

保護者14 100

学校評価
を、学校改
善に生か
す。

地域学校協議会
による学校評価
を、学校改善に生
かす。

（取組指標）

学校評価を通して、教育活動全般の改善に努

め、保護者・地域の協力のもと、積極的に学

校づくりに取り組む。

【目標指数】

A＋Bの合計が80％以上

評価者のAまたはB

と判断した割合が

80％未満の場合は、

改善策等を再検討す

る。

教職員１５ 100 100 ・目標指数を超え100％達
成となっている。

・引き続き学校評価の取
組を通して学校改善に努
め、保護者、地域の協力
を得て積極的に学校づく
りに励んで行く。スクール
プランに基づき、適切な
評価項目に改正しながら
行う。

信

頼

さ

れ

る

学

校

幼・小・中
の連携を
深め、開か
れた学校
づくりに取
り組む。

幼・小・中の連
携、地域の行事
に積極的に参加
する。

・児童はおおむね地域で
行われる行事への積極的
な参加姿勢が見てとれ
る。

・地域行事への参加意識
を高く持ち、校下の児童
の様子、地域の活動につ
いてアンテナを高くして察
知しながら、学校としてで
きる関わり方で地域に精
一杯貢献できた。

・幼・小・中の連携事業は
校下の特性を考慮しつつ
無理のない形で進めるこ
とができた。

・児童の地域行事への参
加状況の良否は家庭によ
るところが大きいので、
様々なツールを用いて各
家庭へ協力を呼びかけ
る。地域をあげてこどもの
健全育成及び伝統や文
化の継承が図れるように
学校としても協力し地域
貢献していく。

・学校は地域の信頼に応
えている。そして地域との
交流もできていて、その中
に子どもも良く参加してい
る。

・学校・学級だより・ＨＰを
通しての情報発信のあり
方は、年間通して適切で
あった。

学校・学級だよ

り・HPを通し

て、情報発信を

行う。

・今年度ＨＰにブログを開
設し、学校での活動の様
子をよりわかりやすくすば
やく伝えることができた。

・HPを行事毎に改め早く
更新した。

・引き続き来年度も児童の
活動の様子がわかるＨＰ・
学級だよりをめざす。

・学校だより「万華鏡」の内
容を充実させる。



平成26年度　学校関係者評価書 吉崎小学校　№9

項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

(取組指標)
楽しくわかりやすい授業を行うとともに、
今まで以上に時間をかけるよう心がけ
ている。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

教職員16 100 100

(成果指標)
先生は、楽しくわかりやすい授業をし、
時間をかけて教えてくれる。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

児童17 100 100

(満足度指標)
学校は、一人ひとりを大切にしたわかり
やすい授業を行うなど、授業改善に取り
組んでいる。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

保護者15 100

（取組指標）
日常の対話により児童生徒の実態を把
握するように努め、きめ細かな対応を
行っている。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

教職員17 100 100

（成果指標）
先生と、学習や生活について話をする
機会が多かった。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

児童18 100 88.2

（取組指標）
長期休業を「学期の途中のもの」とし、
休業中の支援を意図的・計画的に行っ
ている。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

教職員18 60 80

（成果指標）
夏休みや冬休みは、計画的に課題に取
り組むことができた。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

児童19 88.2 100

（満足度指標）
わが子は、夏休みや冬休みの期間は計
画的に課題に取り組んでいる。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

保護者16 69.2

・目標指数を超え
100％達成となってい
る。

・二学期制移行によ
り生まれた有効な時
間を積極的に授業時
数に組み込み、より
丁寧な指導の時間と
して活用していく。

・概ね目標指数を超
え十分な達成となっ
ている。

・二学期制移行によ
る生まれた時間的な
余裕を有効に活用
し、今以上に児童と
ふれあう時間の確保
やきめ細やかな対応
に意を注ぐ。

・少人数だからできる
こと、少人数であるた
めにできないことがあ
ると思うが、先生方の
工夫、多大な労力で
子どもたちは色々な
体験ができ、それが
実を結び「幸せ」だと
思う。地域に関わる
者として、たくさんの
感動をいただきあり
がたかった。

・今年度の学校行事
が中学校と重なり、
十分に参加できな
かった。行事を組む
にあたり可能な範囲
で小中の学校間連携
をはかり、今後はせ
めて時間をずらすな
どの配慮をお願いし
たい。

・２学期制の活用に
ついてよく検討されて
いる。二学期制によ
る長い学習期間の長
所を生かしつつ、ス
モールステップの一
段階として前期・後期
の区切りの秋休み等
を有効に使い、反省
と適切な評価(承認
等)で後期に向けて子
どもの成長をしっかり
促す取組をしていた
だきたい。

・二学期制そのもの
が今年度初の取組で
あったため、長期休
業を迎えての学習課
題の提示や学習計
画性等において教職
員・児童ともに意識
改革が不十分なとこ
ろが散見された。後
半は反省を生かす取
組ができ教職員・児
童ともに指数の上昇
をみた。

・長期休業中だから
できることを各家庭で
考えてもらい、親子で
の話題を充実させ
る。

・保護者には、長期
休業中、家庭での学
びや行動について子
どもの健全育成の第
一義的責任者として
の自覚を促す働きか
けをする。

２学
期
制

2学期制
のメリッ
トを生か
した教育
活動を
実践す
る。

授業時数の確
保を心がけ、
時間をかけた
丁寧な指導を
行う。

児童生徒と触
れ合う時間を
増やし、きめ
細やかな対応
を心がける。

事前指導を丁
寧に行い、長
期休業を学期
の途中として
取り組むため
の効果的な手
立てを講じる。
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項目 重点目標 具体的取組 評価の観点 判定基準 評価者 前期％ 後期％ 成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

（取組指標）
児童生徒や保護者に対して、学習や学
校生活の様子を丁寧に伝え、共通理解
を図っている。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

教職員19 100 80

（成果指標）
先生との面談や振り返りにより、学習や
生活の様子について考えることができ
た。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

児童20 88.2 94.1

（満足度指標）
個人懇談や通知表により、子どもの学
習や生活の様子について詳しく知ること
ができた。

回答者のＡまた
はＢと判断した割
合が80％未満の
場合は、改善策
等を検討する。

保護者17 100

・少人数だからできる
こと、少人数であるた
めにできないことがあ
ると思うが、先生方の
工夫、多大な労力で
子どもたちは色々な
体験ができ、それが
実を結び「幸せ」だと
思う。地域に関わる
者として、たくさんの
感動をいただきあり
がたかった。

・今年度の学校行事
が中学校と重なり、
十分に参加できな
かった。行事を組む
にあたり可能な範囲
で小中の学校間連携
をはかり、今後はせ
めて時間をずらすな
どの配慮をお願いし
たい。

・２学期制の活用に
ついてよく検討されて
いる。二学期制によ
る長い学習期間の長
所を生かしつつ、ス
モールステップの一
段階として前期・後期
の区切りの秋休み等
を有効に使い、反省
と適切な評価(承認
等)で後期に向けて子
どもの成長をしっかり
促す取組をしていた
だきたい。

・教職員・児童・保護
者いずれも概ね目標
指数を上回っており
目標達成している。

・今後も二学期制へ
の移行による不都合
な点(マイナス面)が
生じないよう、今以上
に児童の学習指導を
はじめ保護者への説
明責任をしっかり果
たし手厚いケアに心
がける。

２学
期
制

2学期制
のメリッ
トを生か
した教育
活動を
実践す
る。

学習や生活の
様子を伝える
ための資料を
工夫し、児童
生徒や保護者
に対して丁寧
な説明を行う。


